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● ぽ腫り修正能力向上のための練習方法の解明」

熟 したスポーツ選手は、素早く、そして柔軟に運動を遂行すること

ができる。このような運動制御のメカニズムを探るとともに、熟練し

た選手になるための効率的な練習万法を提案していくことを目的とし

て研究に取り組んでいる。

● 「スポーツ選手に対するメンタルトレーニングの効果」

熟したスポーツ選手は、練習前に目標設定や練習計画を立て、練習

中には計画に沿って進捗をモニターし、練習後には練習成果や過程の

振り返りを行い次の目標や計画に活かすという自己調整サイクルを練

習で実践している。これに基づき、目標設定技法やモニタリングを中

心としたメンタルトレーニングの実践及びf:(J)効果の検証に取り組ん

でいる。
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メンタルトレーニングの実施・提案
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■ 叫日ー
1経頭蓋磁気刺激
特定の脳領域の働きを抑制できる非侵襲的な機器でま 一時的に脳領域の働き

を抑制した際の還動行動の変化を測定することで運動行動に関わる脳領域の部

位や時問を検証できます．

1打球シミュレータ（一致タイミング装置）
向かつてくるポールを経時点灯するLEDランブによって再現した打球シミュレー

タです。 LEDの点灯速度を変化させたり、都分的に遮蔽したりすることで野球や

テニスのような打球連動に関するタイミング一致能力を測定すること力呵能です。
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